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史
跡
・
名
勝
を
探
訪
し
ま
し

た
。

　
午
前
中
は
、
ど
ん
ぐ
り
広

場
か
ら
牧
庵
鞭
牛
隠
居
屋

敷
跡
、
栗
橋
分
工
場
山
神

社
、
し
め
き
り
、
瀧
澤
神
社

奥
の
院
、
ヨ
ド
マ
リ
の
滝
な

ど
沢
桧
川
沿
い
の
史
跡
・
名

勝
を
歩
い
て
た
ど
り
ま
し

た
。

　
午
後
は
バ
ス
で
青
ノ
木
へ

移
動
し
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
を

散
策
し
、
そ
の
後
、
和
山
の

シ
ナ
ノ
キ
、
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ

ー
ム
で
風
車
を
見
学
し
ま

し
た
。

　
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、

改
め
て
地
域
の
歴
史
や
自

然
の
す
ば
ら
し
さ
を
体
感

で
き
た
よ
う
で
し
た
。

　
８
月
　 

日
は
、
栗
林
町
の

史
跡
・
名
勝
を
歩
い
て
た
ど

る
『
第
２
回 

栗
橋
探
訪
』
を

開
催
し
ま
す
。

　
栗
橋
公
民
館
で
は
、
地
域

を
知
り
、
栗
橋
の
自
然
や

歴
史
に
誇
り
と
愛
着
を
持

ち
、
自
分
が
生
活
し
て
い
る

地
区
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
く
き
っ
か
け
に
し
よ
う
と

７
月
　 

日
、
「
栗
橋
探
訪
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
目
の
今
回
は
、
栗

林
町
、
橋
野
町
か
ら
　 

名

が
参
加
し
、
橋
野
地
区
の

第
１
回
『
栗
橋
探
訪
』
開
催

25

24

　
７
月
　 

日
か
ら
　
日
ま
で

の
７
日
間
、
青
ノ
木
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
で
、
橋
野
高
炉
跡

「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
橋
野
町
振
興
協
議
会
（
菊

池
正
明
会
長
）
が
主
催
す

る
「
は
し
の
四
季
ま
つ
り
」

の
第
２
弾
と
し
て
開
催
さ

れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、

市
内
外
か
ら
の
家
族
連
れ

　
７
月
　 

日
、
橋
野
町
で
瀧

澤
神
社
の
例
大
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
例
大
祭
の
神
事
は
絶
え
る

こ
と
な
く
毎
年
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
５
年

ぶ
り
に
伝
統
芸
能
の
「
鹿
踊

り
」
と
「
手
踊
り
」
が
奉
納
・

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

～

５
年
ぶ
り
に
鹿
踊
り
と
手
踊
り～

　
鹿
踊
り
一
行
は
同
神
社

奥
の
院
に
参
拝
、
踊
り
を

奉
納
し
ま
し
た
。
里
に
あ

る
参
拝
殿
で
の
お
ご
そ
か

な
神
事
の
後
に
は
手
踊
り
、

鹿
踊
り
が
奉
納
さ
れ
、
多

数
の
演
目
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
ど
ん
ぐ
り
広
場
で
は
買
い

物
客
に
も
公
開
し
、
鹿
踊

り
一
行
は
町
内
数
カ
所
を

巡
り
ま
し
た
。

に
ぎ
や
か
に
瀧
澤
神
社
例
大
祭

な
ど
５
１
２
名
が
来
場
し
、

２
１
０
名
が
ラ
ベ
ン
ダ
ー
摘

み
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
紫
色
の
美
し
い
風
景
と
淡

い
香
り
に
囲
ま
れ
、
高
原
の

夏
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
９
月
に
は
、
ど
ん
ぐ
り
広

場
・
親
水
公
園
で
、
四
季
ま

つ
り
第
３
弾
「
ニ
ジ
マ
ス
釣

り
大
会
」
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。

は
し
の
四
季
ま
つ
り 

第
２
弾

橋
野
高
炉
跡
『
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り
』

18

橋
野
の
自
然
・
歴
史
に
ふ
れ
る

27

16



旧釜石鉱山事務所展示室などを見学
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お盆明けの一般ごみ特別収集について 

お問合せ・申込み・・・栗橋応援センター（５７－２１１１）

　

〇橋野地区

　　　日時：８月２０日 (金 )10 時～ 12 時

　　　場所：橋野ふれあいセンター

　

※ 予約制としますので、前日までに申し込みをお願いします。

〇栗林地区　

　　　日時：８月１１日 (水 )10 時～ 12 時

　　　場所：栗林地区コミュニティ消防センター

健　康　相　談

○ 橋野地区

　　日時：８月２７日（金） 10 時～ 12 時

　　場所：橋野ふれあいセンター

内　容：歯科・健康講話ほか

お問合せ・・・栗橋応援センター（５７－２１１１）

健　康　教　室

第２回 栗橋探訪
～参加者募集のお知らせ～

　◎栗林地区の史跡・名勝を訪ねる。

日　時 :８月２７日（金）９ :００～１２ :００　　

　　　　砂子畑さんあいセンター現地集合・現地解散　

行　程 :栗林銭座跡・明神かつらを歩いてたどります。 

　（砂子畑さんあいセンター～栗林銭座跡～明神かつら～砂子畑さんあいセンター）

講　師 :川崎孝生さん　　　　　 

　　参加申込お問合わせは･･･栗橋地区生活応援センター（℡５７－２１１１）　

　　 山びこ生き生き教室第１回講座

　　  　　　　史跡を訪ねて

　橋野地区の中・高齢者の皆さんを対象とした公

民館事業『史跡を訪ねて』を７月２３日に実施しま

した。

　今年は２０名が参加し、旧釜石鉱山事務所を改

装し、釜石鉱山に関連した資料を公開している展

示室と鉄の歴史館を見学しました。

　鉱山事務所展示室では、三次元地図で見る「橋

野」と「大橋」の近さを実感できましたが、その行程

の峻険さから、山を越え往来した昔の方々の苦労

がしのばれました。

　橋野高炉跡をユネスコ世界遺産に登録しようと

運動している中で、橋野以外の場所で、近代製鉄

に関連する資料に触れることができ、知識を深め

ることができました。　　

お盆明けの一般ごみ特別収集日は、下記のとおりで１世帯につき最大６袋まで収集します。 

     ○ ８月１７日（火）：栗林町　　○８月２０日（金）：橋野町（青ノ木地区を含む） 

　※引き続き生ごみ堆肥化、資源物の分別によるごみ減量にご協力をお願いします。　　　

問合せ先：環境課ごみ減量係　電話２２－２１１１（内線２３３ )


